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射水市教育委員会７月定例会会議録 
 
Ⅰ 開会日時 平成２８年７月２５日（月）   開会 午前１０時 
                       閉会 午前１１時３０分 
Ⅱ 会議場所 下庁舎２０１会議室 
 

Ⅲ 出席委員 
  長井教育長、織田委員、宮原委員、眞岸委員、大代委員 
    

Ⅳ 会議事件説明員 
  寺岡事務局長、杉本事務局次長、片岡副参事（生涯学習・スポーツ課長）、原学校教育

課長、亀谷教育センター所長、原田新湊博物館長、杉本中央図書館長、釣谷給食セン

ター所長、杉高学校教育課副主幹、菅原学校教育課長補佐、作道生涯学習・スポーツ

課長補佐、島生涯学習・スポーツ課長補佐 
 

Ⅴ 傍聴人数 なし 

 

Ⅵ 会議の要旨 

  午前１０時、教育長が開会を宣した。 

 

１ 会議録の承認 

  承認された。 

 

２ 協議事項 

（１）教育に関する事務の点検・評価報告書（平成27年度分）について   
学校教育課長及び生涯学習・スポーツ課長が資料１に基づき説明した。 
 

３ 各課等の連絡事項及び報告事項 

（１）夏休みの補充学習の実施について 

  学校教育課長が資料２に基づき説明した。 
（２）マイサポーター制度の実施状況について 

  事務局次長が資料３に基づき説明した。 
（３）北信越中学校総合競技大会出場選手について 

学校教育課副主幹が資料４に基づき説明した。 

（４）第26回世界少年野球大会富山大会について 

（５）全国鏝絵サミットｉｎ射水の開催について 

生涯学習・スポーツ課長が資料５、資料６に基づき説明した。 
（６）教育委員会行事予定                                            

  学校教育課長補佐が資料７に基づき説明した。 
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４ その他 
（１）リオオリンピック女子柔道 田知本遥選手応援パブリックビューイングについて 
   日時・場所 ８月１０日（水）２１：４５から ラポール まどかホール 
（２）家庭教育リーフレットについて 
   市内各種団体と協力しながら全市的な普及啓発活動を実施予定 
（３）次回教育委員会の定例会開催日時について 

日時・場所 ８月２９日（月）午前９時から下庁舎にて会議 
 
５ 議事 
(１) 教育に関する事務の点検・評価報告書（平成27年度分）について  

[委員]  参考指標が示されていないものがあるが。 
[事務局]  事業によっては数値では表せないものがある。 

  [教育長]  昨年から実績値や具体的な取組内容を表記するようにした。 
[委員]  実績値が前年に比べマイナスであるが課題として明記されていないものがあ 

る。 
[委員]  一般の方が副読本を見ることはできるのか。 
[事務局]  ふるさと教育に資するため図書館等に配置することを検討したい。 
[委員]  各種施策が実行され着実に成果が出てきていると感じた。これらの積み重ね

が射水の教育につながる。 
     スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカー等の配置状況が昨年と

比べ減少しているが相談回数が増加しているのはなぜか。 
[事務局]  内容を確認したい。なお、今年度はスクールソーシャルワーカーの必要性等

を鑑み増員した。 
[委員]  この報告書の作成には大変な労力を要すると思うが、議会や市民の関心は少

ないと感じている。 
[事務局]  説明の仕方にも工夫が必要であると考えている。また、これは事業実績を報

告するものであるが、一方では事業内容を検証し今後の在り方を考えるもので

もある。 
     教育委員会として重要性の高い取組や課題等を抽出し濃淡を付け、議会、市

民に関心と共感を持ってもらえるものとなるよう整理・検討したい。 
[委員]  グリーンカーテン事業は今後も継続するのか。 
[事務局]  実施については各学校の判断としている。 
 

（２）夏休みの補充学習の実施について 

[委員]  もう少し早い時期に実施することはできないのか。 
[事務局]  講師である大学生等はお盆頃まで授業がありこのような日程になる。 
[委員]  中学校はどのように感じているのか。 
[事務局]  中学校は独自で補充学習を実施しており、その中でこの事業を取り入れてい
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る学校もある。 
 

（３）マイサポーター制度の実施状況について 

[委員]  子供達同士の人間関係づくりのため、ピアサポート制度も今後の課題として
ほしい。 

 
（４）北信越中学校総合競技大会出場選手について 

[委員]  出場出来なかった学校がある。小規模校等の理由で部活動が成り立っていな
いなど、状況を早めに察知し支援してほしい。 

[事務局]  少子化傾向の中、子供達の力が出せるよう教員は頑張っている。 
 

（５）第26回世界少年野球大会富山大会について 

[委員]  市内から何チーム出場するのか。 
[事務局]  スポーツ少年団のチームから選手を選抜し２チーム出場する。 

 

       

午前１１時３０分、議事等が終了したので教育長が閉会を宣した。  
 


